
　
十
一
月
七
日

　
昨
日
と
は
う
っ
て
変
わ
っ
た
暖
か
い
陽
光
が
差
し
込
む
朝
。

　
十
時
研
究
室
。
渡
辺
と
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
無
駄
話
し
。
十
五
分
北
京
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
。
三
〇
分
丹
羽
、
野
村
他
と
他
の
打
合
わ
せ
。
十
四
時
迄
。
十
五

日
の
　 

Ｃ
農
村
研
究
会
の
準
備
が
気
が
か
り
で
あ
る
。
北
京
の
計
画
と
　 

Ｃ
農
村
Ｐ
が
両
極
の
惑
星
と
し
て
計
画
さ
れ
て
い
る
の
を
解
っ
て
く
れ
と
想

う
ば
か
り
。
し
か
し
、
わ
か
ら
ん
方
が
自
然
な
の
だ
。
十
六
時
新
宿
、
塩
野

君
と
打
合
わ
せ
。
塩
野
君
は
山
口
勝
弘
と
の
絵
本
の
シ
ノ
プ
シ
ス
ま
で
作
っ

て
き
て
く
れ
た
。
今
朝
山
口
氏
に
送
っ
た
私
の
モ
ノ
と
は
随
分
ち
が
っ
た
も

の
で
あ
っ
た
。
今
の
子
供
達
（
ガ
キ
ん
児
共
）
に
は
、
も
う
少
し
酷
薄
な
骨

格
を
持
つ
物
語
空
間
の
方
が
良
い
よ
う
に
思
う
。
十
九
時
世
田
谷
村
に
戻
る
。

福
田
和
也
氏
が
毎
日
新
聞
に
論
を
張
っ
て
い
る
。
こ
の
人
の
論
は
広
い
裾
野

が
あ
っ
て
驚
く
。

　
十
一
月
八
日
　

　
早
朝
少
し
計
り
エ
ス
キ
ス
。
十
時
研
究
室
打
合
わ
せ
。
十
一
時
前
ワ
イ
マ

ー
ル
・
バ
ウ
ハ
ウ
ス
建
築
大
学
グ
ラ
イ
タ
ー
教
授
、
数
名
の
先
生
、
十
五
名

の
大
学
院
生
を
連
れ
て
来
室
。
今
日
は
秋
葉
原
と
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
見
学

だ
そ
う
だ
。
十
一
時
過
よ
り
森
川
嘉
一
郎
君
の
秋
葉
原
レ
ク
チ
ャ
ー
を
共
に

聞
く
。
十
二
時
半
途
中
で
失
礼
し
て
西
調
布
へ
。
十
四
時
過
昼
食
を
取
り
外

苑
前
へ
。
十
六
時
と
き
の
忘
れ
も
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
綿
貫
さ
ん
と
打
合
わ
せ
。

話
し
が
は
ず
み
十
八
時
迄
。
山
口
勝
弘
さ
ん
と
の
絵
本
づ
く
り
他
に
つ
い
て
。

十
九
時
近
く
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
冷
え
た
ビ
ー
ル
を
飲
ん
で
散
会
。
二
〇
時
世

田
谷
村
に
帰
る
。

　
絵
本
の
原
稿
九
枚
書
く
。

-492-

 21 

 21

世
田
谷
村
日
記

石
山
修
武


